
搾乳農場の新人 

— 1 — 

第
１
章: 

相
続
し
た
牧
場
の
条
件
／
牛
舎
の
最
初
の
計
測 

古
い
ト
ラ
ッ
ク
の
助
手
席
で
、
青
叶
咲
は
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
握
り
し
め
て
い
た
。
窓
の
外
を
田
ん
ぼ
が
流
れ
、
遠
く
に
牛
舎
の
波
板
屋
根
が
見

え
る
た
び
に
、
胃
の
底
が
き
ゅ
っ
と
締
ま
る
。
運
転
席
の
山
田
は
ハ
ン
ド
ル
を
軽
く
叩
き
な
が
ら
、
低
い
声
で
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し

た
。 

「
親
父
の
借
金
、
三
千
万
は
全
部
俺
が
払
っ
た
。
だ
か
ら
お
前
は
一
年
、
こ
の
牧
場
に
住
み
込
ん
で
搾
乳
の
仕
事
を
す
る
。
給
料
は
出
さ
ね

え
。
飯
と
寝
る
場
所
と
、
借
金
の
帳
消
し
だ
。
わ
か
っ
た
か
」 

「…
…

わ
か
り
ま
し
た
。
で
も
、
事
務
の
仕
事
と
か
、
掃
除
と
か
、
普
通
の
牧
場
の
仕
事
じ
ゃ…

…

」 

「
普
通
の
仕
事
は
い
ら
ね
え
。
お
前
の
仕
事
は
乳
を
出
す
こ
と
だ
。
朝
と
夕
方
、
毎
日
だ
。
今
日
か
ら
名
前
は
禁
止
だ
。
青
叶
咲
は
も
う
い
ね

え
。
個
体
番
号1

4
7

だ
。
返
事
を
し
ろ
」 

「…
…

1
4

7

、
で
す
」 

「
『
は
い
、
農
場
主
様
』
だ
。
言
っ
て
み
ろ
」 
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「…
…

は
い
、
農
場
主
様
」 

ト
ラ
ッ
ク
が
牛
舎
の
前
で
止
ま
っ
た
。
扉
が
開
く
と
、
干
し
草
と
牛
糞
と
、
微
か
に
甘
い
牛
乳
の
匂
い
が
鼻
を
突
く
。
作
業
員
の
足
音
が
遠
く

の
通
路
か
ら
響
い
て
く
る
。
山
田
は
咲
を
牛
舎
の
奥
、
金
属
の
搾
乳
台
が
並
ぶ
ス
ペ
ー
ス
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
は
湿
っ
て

い
て
、
足
の
裏
が
冷
た
い
。 

「
服
を
全
部
脱
げ
。
下
着
も
だ
。
計
測
す
る
。
動
く
な
、
文
句
を
言
う
な
」 

咲
は
震
え
る
指
で
ブ
ラ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
を
一
つ
ず
つ
外
し
た
。
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
が
肩
か
ら
落
ち
、
ス
カ
ー
ト
が
床
に
落
ち
る
。
白
い
ブ
ラ
の
ホ

ッ
ク
を
外
す
と
、
十
八
歳
の
乳
房
が
空
気
に
晒
さ
れ
た
。
ま
だ
小
さ
く
、
形
の
い
いC

カ
ッ
プ
。
薄
い
ピ
ン
ク
の
乳
首
が
、
冷
た
い
空
気
に
触

れ
て
す
ぐ
に
硬
く
な
り
始
め
る
。
白
い
パ
ン
テ
ィ
を
下
ろ
す
と
、
薄
い
陰
毛
の
下
で
陰
唇
が
ぴ
っ
た
り
と
閉
じ
て
い
た
。 

「
直
立
し
ろ
。
腕
を
上
げ
て
、
乳
房
を
前
に
突
き
出
せ
。
胸
を
張
れ
」 

咲
は
言
わ
れ
た
通
り
に
両
腕
を
上
げ
た
。
乳
房
が
軽
く
揺
れ
、
乳
首
が
完
全
に
露
出
す
る
。
山
田
の
太
い
指
が
左
の
乳
房
の
下
か
ら
持
ち
上

げ
、
重
さ
を
測
る
よ
う
に
上
下
に
揺
ら
し
た
。 
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「
柔
ら
か
い
な
。
ま
だ
乳
は
出
て
ね
え
だ
ろ
う
が
、
測
る
。
動
く
な
」 

「…
…

は
い
」 

メ
ジ
ャ
ー
が
乳
房
の
根
元
を
一
周
す
る
。
山
田
が
声
に
出
し
て
読
み
上
げ
る
。 

「
バ
ス
ト8

7

セ
ン
チ
。
ア
ン
ダ
ー7

4

。
サ
イ
ズC

だ
な
。
乳
輪
、
左
が
直
径4

.1

セ
ン
チ
、
右
が4

.0

。
乳
首
の
長
さ
、
左8

ミ
リ
、
右7

ミ
リ
。
ま
だ
小
さ
い
」 

指
が
両
方
の
乳
首
を
同
時
に
摘
ん
だ
。
咲
の
喉
か
ら
、
小
さ
な
声
が
漏
れ
る
。 

「
ひ
っ…

…

！ 

あ
、
熱
い…

…

」 

「
熱
い
の
か
。
感
度
は
ど
う
だ
。
答
え
ろ
」 

「…
…

痛
い
、
で
す
。
で
も
、
な
ん
か
、
ず
き
ず
き
し
て…

…
」 

親
指
と
人
差
し
指
で
乳
首
の
根
元
を
挟
み
、
ゆ
っ
く
り
と
外
側
へ
引
く
。
乳
首
が
伸
び
、
先
端
が
さ
ら
に
尖
る
。
山
田
は
ノ
ギ
ス
を
当
て
な
が

ら
、
引
っ
張
っ
た
ま
ま
長
さ
を
測
っ
た
。 
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「
伸
び
る
な
。
左1

2

ミ
リ
、
右1

1

ミ
リ
。
も
っ
と
引
っ
張
っ
て
み
る
」 

「
あ…

…

！ 

引
っ
張
ら
な
い
で…

…

！ 

乳
首
が
、
伸
び
て…

…

変
な
感
じ…
…

」 

「
変
な
感
じ
と
は
何
だ
。
具
体
的
に
言
え
」 

「…
…

先
端
が
、
痺
れ
て…

…

お
腹
の
奥
が
、
熱
く
な
る…

…

」 

山
田
は
記
録
を
取
り
な
が
ら
、
乳
首
の
先
端
を
指
の
腹
で
転
が
し
た
。
円
を
描
く
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
、
何
度
も
。
乳
輪
の
表
面
を
親
指
で

擦
る
。
咲
の
息
が
荒
く
な
り
、
声
が
漏
れ
る
。 

「
ん
っ…

…

あ…
…

擦
ら
な
い
で…
…

乳
首
が
、
熱
い…

…

」 

「
熱
い
だ
け
か
。
も
っ
と
言
っ
て
み
ろ
」 

「…
…

じ
ん
じ
ん
し
て…

…

下
の
方
が
、
な
ん
か
、
む
ず
む
ず
す
る…

…

」 

下
腹
部
が
熱
く
な
り
、
陰
唇
の
間
が
じ
ん
わ
り
と
湿
る
の
が
自
分
で
も
わ
か
る
。
山
田
の
指
が
右
の
乳
首
を
強
く
摘
み
、
左
を
軽
く
捻
る
。
咲

の
腰
が
び
く
ん
と
跳
ね
た
。 
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「
あ
っ
！ …

…

乳
首
、
捻
ら
な
い
で…

…

！ 

奥
が
、
き
ゅ
っ
て
な
る…

…

」 
「
奥
が
き
ゅ
っ
て
な
る
の
か
。
い
い
反
応
だ
。
乳
は
ま
だ
出
ね
え
が
、
試
し
に
搾
っ
て
み
る
」 

山
田
は
左
の
乳
房
を
両
手
で
包
む
よ
う
に
持
ち
、
指
を
乳
首
の
根
元
に
這
わ
せ
た
。
親
指
と
人
差
し
指
で
乳
輪
の
外
側
を
押
し
込
み
、
内
側
へ

搾
る
よ
う
に
動
か
す
。
乳
管
を
刺
激
す
る
動
き
だ
。
乳
首
が
さ
ら
に
硬
く
な
り
、
先
端
が
赤
く
な
る
が
、
何
も
出
て
こ
な
い
。
透
明
な
液
す
ら

滲
ま
な
い
。 

「
出
て
ね
え
な
。
予
想
通
り
だ
。
ま
だ
乳
は
出
て
ね
え
」 

右
の
乳
房
も
同
じ
よ
う
に
搾
ら
れ
る
。
左
右
交
互
に
、
リ
ズ
ム
を
つ
け
て
。
指
の
圧
力
が
強
ま
り
、
乳
房
の
肉
が
変
形
す
る
。
そ
れ
で
も
、
乳

首
か
ら
は
何
も
出
て
こ
な
い
。
山
田
は
淡
々
と
続
け
る
。 

「
ぽ
た…

…

と
も
し
ね
え
。
ま
だ
準
備
が
で
き
て
ね
え
な
。
だ
が
、
乳
首
は
硬
く
な
っ
て
る
。
感
じ
て
る
証
拠
だ
」 

「
感
じ
て…
…

ま
せ
ん…

…

！ 

た
だ
、
痛
い
だ
け…

…

」 

「
嘘
だ
な
。
声
が
出
て
る
。
も
う
一
度
、
強
く
搾
る
。
今
度
は
声
を
出
せ
」 
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両
手
が
乳
房
を
強
く
搾
る
。
乳
輪
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
乳
首
が
根
本
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。
咲
の
声
が
抑
え
き
れ
な
く
な

る
。 

「
あ
っ…

…
！ 
ん
ぐ
っ…

…

乳
首
が
、
引
っ
張
ら
れ
て…

…

熱
い…
…

！ 

奥
が
、
疼
く…

…

！
」 

「
疼
く
の
か
。
ど
こ
が
疼
く
。
言
え
」 

「…
…

お
腹
の
、
下
の
方
が…

…

熱
く
て
、
な
ん
か
、
濡
れ
て
る…

…

気
が
す
る…

…

」 

「
気
が
す
る
じ
ゃ
ね
え
。
確
認
す
る
。
陰
唇
を
自
分
で
開
け
て
見
せ
ろ
」 

咲
は
拒
否
で
き
ず
、
両
手
で
大
陰
唇
を
左
右
に
開
い
た
。
小
陰
唇
が
露
わ
に
な
り
、
膣
口
が
小
さ
く
開
く
。
ク
リ
ト
リ
ス
の
包
皮
が
め
く
れ
か

け
、
先
端
が
少
し
顔
を
出
す
。
愛
液
が
す
で
に
陰
唇
の
間
を
濡
ら
し
て
い
た
。
山
田
の
指
が
ク
リ
ト
リ
ス
に
触
れ
る
。
包
皮
を
押
し
下
げ
、
完

全
に
露
出
さ
せ
る
。 

「
ク
リ
ト
リ
ス
、
長
さ6

ミ
リ
。
包
皮
が
厚
い
な
。
剥
い
て
測
る
。
動
く
な
」 

「
あ…
…

！ 

そ
こ
、
触
ら
な
い
で…

…

！ 

ク
リ
が
、
露
出
し
て…

…

冷
た
い…

…

で
も
、
熱
い…

…

！
」 



搾乳農場の新人 

— 7 — 

指
が
包
皮
を
丁
寧
に
、
し
か
し
容
赦
な
く
後
退
さ
せ
る
。
ク
リ
ト
リ
ス
が
完
全
に
露
出
し
、
空
気
に
触
れ
て
硬
く
な
る
。
山
田
は
ノ
ギ
ス
で
長

さ
と
太
さ
を
測
り
な
が
ら
、
指
先
で
軽
く
弾
い
た
。 

「
び
く
ん
、
と
す
る
な
。
感
度
高
い
。
こ
れ
も
記
録
だ
。
ど
う
感
じ
る
」 

「…
…

ク
リ
が
、
む
き
出
し
で…

…

指
が
当
た
る
た
び
に
、
び
く
び
く
し
て…

…

お
腹
の
奥
が
、
き
ゅ
ん
っ
て…

…

！
」 

そ
の
指
が
膣
口
に
触
れ
る
。
中
指
が
浅
く
、
第
一
関
節
ま
で
挿
入
さ
れ
る
。
膣
壁
が
熱
く
締
め
つ
け
、
愛
液
が
指
を
濡
ら
す
。 

「
狭
い
。
処
女
だ
な
。
奥
ま
で
入
ら
ね
え
。
で
も
、
愛
液
は
多
い
。
濡
れ
や
す
い
体
だ
。
ど
う
だ
、
指
が
入
っ
て
る
感
じ
は
」 

「…
…

入
っ
て
る…

…

狭
い
の
に
、
熱
く
て…

…

壁
が
、
き
ゅ
っ
て
締
ま
る…

…

！ 

抜
か
な
い
で…

…

い
や
、
抜
い
て…

…

！
」 

指
が
抜
き
差
し
さ
れ
る
。
ぬ
ち
ゅ
、
ぬ
ち
ゅ
、
と
い
う
湿
っ
た
音
が
牛
舎
に
響
く
。
咲
は
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
も
、
声
が
漏
れ
る
。 

「
ん
っ…

…

あ…
…

指
が
、
動
く…

…

！ 

中
が
、
擦
ら
れ
て…

…

変
な
音
が
し
て…

…

！
」 

「
い
い
音
だ
。
乳
は
ま
だ
出
て
ね
え
が
、
マ
ン
コ
は
も
う
準
備
し
て
る
。
も
う
一
度
、
乳
首
を
搾
る
。
今
度
は
ク
リ
も
一
緒
に
」 

山
田
は
乳
房
を
再
び
両
手
で
搾
り
始
め
た
。
今
度
は
力
を
込
め
、
乳
管
を
根
本
か
ら
押
し
出
す
よ
う
に
。
乳
首
が
赤
く
腫
れ
、
先
端
が
痛
い
く
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ら
い
に
硬
く
な
る
が
、
や
は
り
何
も
出
て
こ
な
い
。
同
時
に
、
も
う
一
方
の
手
が
ク
リ
ト
リ
ス
を
摘
み
、
軽
く
引
っ
張
る
。 

「
あ
っ…

…

！ 

乳
首
と
、
ク
リ
が
、
同
時
に…

…

！ 

熱
い…

…

！ 

お
腹
の
奥
が
、
溶
け
そ
う…

…

！
」 

「
溶
け
そ
う
か
。
ま
だ
イ
く
の
は
禁
止
だ
。
計
測
が
終
わ
る
ま
で
だ
」 

「
イ
き
ま
せ
ん…

…
！ 
で
も
、
乳
首
が
、
搾
ら
れ
る
た
び
に…
…

奥
が
、
き
ゅ
ん
き
ゅ
ん
し
て…

…

！
」 

「
き
ゅ
ん
き
ゅ
ん
す
る
の
か
。
具
体
的
に
言
え
。
ど
こ
が
、
ど
う
な
る
」 

「…
…

子
宮
の
、
あ
た
り
が…

…

熱
く
な
っ
て…

…

膣
が
、
ひ
く
ひ
く
す
る…

…

！ 

愛
液
が
、
垂
れ
て
る…

…

！
」 

指
が
再
び
膣
に
入
る
。
今
度
は
第
二
関
節
ま
で
。
内
壁
を
擦
り
上
げ
、G

ス
ポ
ッ
ト
の
位
置
を
探
る
よ
う
に
指
の
腹
で
押
す
。
親
指
が
ク
リ
ト

リ
ス
を
転
が
す
。
同
時
に
、
右
の
乳
首
を
強
く
搾
る
。
そ
れ
で
も
、
乳
は
一
滴
も
出
な
い
。 

「
あ
っ…

…

！ 

ん
ぐ
っ…

…

！ 

中
が
、
押
さ
れ
て…

…

！ 
乳
首
が
、
搾
ら
れ
て…

…

何
も
出
な
い
の
に
、
熱
い…

…

！
」 

「
出
て
ね
え
な
。
だ
が
、
身
体
は
反
応
し
て
る
。
追
加
の
計
測
だ
。
ク
リ
を
剥
い
た
ま
ま
、
三
十
秒
刺
激
す
る
」 

山
田
は
ク
リ
ト
リ
ス
の
包
皮
を
指
で
固
定
し
、
露
出
し
た
ま
ま
先
端
を
指
の
腹
で
円
を
描
く
よ
う
に
擦
り
続
け
た
。
同
時
に
、
左
の
乳
首
を
摘
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ん
で
軽
く
捻
る
。
咲
の
腰
が
勝
手
に
動
き
、
声
が
途
切
れ
途
切
れ
に
な
る
。 

「
あ…

…

あ…
…

ク
リ
が
、
擦
ら
れ
て…

…

！ 

乳
首
も…

…

！ 

奥
が
、
熱
く
て…

…

！ 

イ
き
そ
う…

…

い
や
、
イ
っ
ち
ゃ…

…

！
」 

「
ま
だ
だ
。
声
を
出
せ
。
何
を
感
じ
て
る
」 

「…
…

ク
リ
が
、
む
き
出
し
で
、
ぐ
り
ぐ
り
さ
れ
て…

…

！ 

乳
首
が
、
捻
ら
れ
て
、
痺
れ
て…

…

！ 

マ
ン
コ
が
、
濡
れ
て
、
指
を
締
め
つ
け
て

…
…

！
」 

三
十
秒
が
終
わ
り
、
指
が
離
れ
る
。
咲
の
身
体
は
震
え
た
ま
ま
、
乳
房
は
赤
く
腫
れ
、
乳
首
は
尖
っ
た
ま
ま
何
も
出
な
い
。
陰
部
は
愛
液
で
光

り
、
太
も
も
の
内
側
が
べ
と
べ
と
し
て
い
る
。
山
田
は
記
録
簿
に
淡
々
と
書
き
込
ん
だ
。 

「
乳
量
、
ゼ
ロ
。
乳
首
感
度
、
高
。
ク
リ
感
度
、
高
。
膣
の
締
ま
り
、
強
。
初
回
計
測
終
了
。
明
日
の
朝
六
時
、
最
初
の
本
搾
乳
だ
。
今
日
は

こ
れ
で
終
わ
り
だ
。
服
は
着
る
な
。
こ
の
ま
ま
待
っ
て
ろ
」 

咲
は
裸
の
ま
ま
、
搾
乳
台
の
横
に
立
た
さ
れ
た
。
山
田
は
首
に
革
の
首
輪
を
巻
き
、
金
属
の
札
を
付
け
た
。
札
に
は
「1

4
7

」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。 
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遠
く
で
、
作
業
員
の
足
音
が
近
づ
い
て
く
る
。
牛
舎
の
扉
が
軋
む
音
。
咲
は
息
を
殺
し
、
身
体
を
丸
め
た
。
山
田
は
低
い
声
で
言
っ
た
。 

「
お
前
は
も
う
、
青
叶
咲
じ
ゃ
ね
え
。1

4
7

だ
。
乳
は
ま
だ
出
て
ね
え
が
、
毎
日
搾
れ
ば
出
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
条
件
だ
。
わ
か
っ
た

か
」 

「…
…

は
い
、
農
場
主
様
」 

「
明
日
の
朝
ま
で
に
、
乳
首
を
自
分
で
十
分
ず
つ
摘
ん
で
お
け
。
命
令
だ
。
実
行
し
な
け
れ
ば
、
計
測
を
や
り
直
す
。
返
事
を
し
ろ
」 

「…
…

は
い
、
農
場
主
様
。
乳
首
を
、
自
分
で…

…

摘
み
ま
す
」 

足
音
が
さ
ら
に
近
く
な
る
。
咲
の
心
臓
が
激
し
く
鳴
る
。
裸
の
身
体
を
、
番
号
札
を
、
誰
か
に
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
恐
怖
が
、
乳
首
を
さ

ら
に
硬
く
さ
せ
た
。
愛
液
が
一
滴
、
床
に
落
ち
る
。
山
田
は
そ
れ
を
見
て
、
薄
く
笑
っ
た
。 

「
い
い
反
応
だ
。
乳
は
ま
だ
出
て
ね
え
が
、
身
体
は
も
う
覚
え
始
め
て
る
。
明
日
の
朝
、
待
っ
て
ろ
」 

咲
は
頷
く
し
か
な
か
っ
た
。
牛
舎
の
匂
い
に
包
ま
れ
、
裸
で
、
番
号
を
付
け
ら
れ
た
ま
ま
。
乳
首
は
熱
く
疼
き
、
乳
房
の
奥
が
ず
き
ず
き
と
脈

打
ち
、
陰
部
は
濡
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
乳
は
ま
だ
一
滴
も
出
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
明
日
の
朝
六
時
。
最
初
の
本
搾
乳
が
、
待
っ
て
い
る
。 
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第
２
章: 

搾
乳
の
た
め
の
種
付 

牛
舎
の
奥
で
計
測
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
山
田
は
咲
を
そ
の
ま
ま
搾
乳
台
の
横
に
立
た
せ
た
ま
ま
、
作
業
員
の
足
音
が
遠
ざ
か
る
の
を
待
っ
た
。

裸
の
身
体
に
首
輪
が
食
い
込
み
、
金
属
の
「1

4
7

」
の
札
が
胸
の
谷
間
で
小
さ
く
揺
れ
る
。
乳
房
は
赤
く
腫
れ
、
乳
首
は
尖
っ
た
ま
ま
疼
い
て

い
る
。
陰
部
は
計
測
の
名
残
で
愛
液
が
乾
き
か
け
、
太
も
も
の
内
側
が
べ
と
つ
い
て
い
た
。 

「
乳
は
ま
だ
出
て
ね
え
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
朝
の
搾
乳
で
何
も
出
ね
え
だ
ろ
う
な
」 

山
田
は
記
録
簿
を
閉
じ
、
低
い
声
で
言
っ
た
。
咲
は
腕
で
乳
房
を
隠
そ
う
と
し
た
が
、
す
ぐ
に
止
め
ら
れ
た
。 

「
隠
す
な
。1

4
7

は
乳
房
を
晒
し
た
ま
ま
待
機
す
る
。
わ
か
っ
た
か
」 

「…
…

は
い
、
農
場
主
様
」 

「
い
い
返
事
だ
。
だ
が
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
乳
は
出
ね
え
。
種
を
付
け
て
や
る
。
乳
を
出
す
た
め
の
種
付
だ
。
動
く
な
」 

山
田
は
ベ
ル
ト
を
外
し
、
作
業
着
の
ズ
ボ
ン
を
下
ろ
し
た
。
五
十
八
歳
の
身
体
か
ら
、
太
く
血
管
の
浮
い
た
陰
茎
が
現
れ
る
。
亀
頭
は
す
で
に

赤
黒
く
腫
れ
、
裏
筋
が
脈
打
っ
て
い
る
。
咲
の
目
が
釘
付
け
に
な
り
、
喉
が
鳴
っ
た
。 



搾乳農場の新人 

— 12 — 

「
あ…

…

そ
ん
な
、
大
き
な…

…

お
ち
ん
ぽ…

…

」 
「
お
ち
ん
ぽ
様
だ
。
言
え
」 

「…
…

お
ち
ん
ぽ
様…

…

」 

「
い
い
子
だ
。
膝
を
つ
け
。
搾
乳
台
に
手
を
つ
い
て
、
尻
を
上
げ
ろ
。
種
付
の
姿
勢
だ
」 

咲
は
震
え
る
膝
を
床
に
つ
け
、
金
属
の
搾
乳
台
に
両
手
を
つ
い
た
。
尻
が
上
が
り
、
陰
部
が
後
ろ
か
ら
完
全
に
露
出
す
る
。
大
陰
唇
が
開
き
、

濡
れ
た
小
陰
唇
と
膣
口
が
空
気
に
晒
さ
れ
る
。
ク
リ
ト
リ
ス
の
包
皮
が
め
く
れ
か
け
、
先
端
が
少
し
顔
を
出
し
て
い
た
。
山
田
の
手
が
尻
の
肉

を
掴
み
、
左
右
に
開
く
。 

「
い
い
眺
め
だ
。
マ
ン
コ
が
ま
だ
濡
れ
て
る
。
さ
っ
き
の
計
測
で
発
情
し
た
ま
ま
か
」 

「
発
情…

…

し
て
ま
せ
ん…

…

！ 

た
だ
、
計
測
で…

…

熱
く
な
っ
た
だ
け…

…

」 

「
嘘
だ
な
。
声
が
震
え
て
る
。
ど
う
感
じ
て
る
。
言
え
」 

「…
…

後
ろ
か
ら
見
ら
れ
て…

…

陰
部
が
、
全
部
見
え
て…

…

冷
た
い
の
に
、
奥
が
熱
い…

…

！
」 
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山
田
の
指
が
陰
唇
を
な
ぞ
り
、
膣
口
に
触
れ
る
。
中
指
が
浅
く
入
り
、
内
壁
を
確
認
す
る
よ
う
に
動
く
。
ぬ
ち
ゅ
、
と
い
う
湿
っ
た
音
が
響

く
。 

「
狭
い
。
さ
っ
き
と
同
じ
だ
。
だ
が
、
愛
液
は
増
え
て
る
。
種
付
に
は
十
分
だ
。
亀
頭
を
当
て
る
」 

熱
い
亀
頭
が
膣
口
に
押
し
当
て
ら
れ
る
。
咲
の
身
体
が
び
く
ん
と
跳
ね
、
声
が
漏
れ
る
。 

「
あ
っ…

…

！ 

熱
い…

…
！ 
お
ち
ん
ぽ
様
の
、
先
が…
…

当
た
っ
て…

…

！
」 

「
当
た
っ
て
る
だ
け
だ
。
ま
だ
入
っ
て
ね
え
。
ど
う
感
じ
る
」 

「…
…

熱
く
て
、
硬
く
て…

…

膣
口
が
、
押
し
広
げ
ら
れ
そ
う
で…

…

怖
い…

…

で
も
、
な
ん
か
、
む
ず
む
ず
す
る…

…

！
」 

亀
頭
が
ゆ
っ
く
り
と
押
し
込
ま
れ
て
い
く
。 

  

～
つ
づ
き
は
本
編
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
～ 


